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日本創傷治癒学会理事長に就任して ― 協調と発展

日本創傷治癒学会は平成 25 年1月

より一般社団法人日本創傷治癒学会

として再スタートしました。このような時期

に理事長を拝命いたしましたこと、大変

光栄に思うとともに本学会の更なる発展

に努力してゆきたいと考えております。

会員の皆様のご支援 ・ ご協力を心より

お願い申し上げます。

本学会は昭和 46 年に慶應大学耳鼻咽喉科学鈴木安恒先生、病理学

細田泰弘先生、東京電力病院外科藤城保男先生らが中心となり創傷治癒

研究会として発足され、以来 43 年間にわたって活動してきた伝統ある学会

です。その成り立ちと歴史については故大谷吉秀先生（慶應大学外科当

時）のニュースレター（2004 年 4 号 No.20）に詳しく記載されています。

平成 12 年の第 30 回研究会の際に創傷治癒研究会から創傷治癒学会

へと昇格し、慶應大学外科北島政樹教授が初代理事長に就任され、学会

会則の制定、 Wound Repair and Regeneration の学会機関誌化、米国

The Wound Healing Society、欧 州 The Tissue Repair Society、豪 州 The 

Australian Wound Management Association との連携など、本学会を国際

的な学術団体として確立されました。その後、学会運営の中で若干の混乱

がありましたが、日本医科大学外科德永 昭教授が理事長となられ、多大な

尽力により、平成 25 年から一般社団法人日本創傷治癒学会として見事に

再生いたしました。今年度の総会で、13名の理事、2 名の監事の選出と10

委員会が設置され、事務局も慶應大学外科学教室から同形成外科学教

室へ移り、新しい陣容で学会が運営されることとなりました。

私は病理学を専攻し、「組織の破壊と再生におけるメタロプロテアーゼ

研究」を専門としており、創傷治癒のみならず、関節リウマチや変形性関節

症での関節軟骨 ・ 骨の破壊と再生、癌細胞増殖 ・ 浸潤 ・ 転移機構、血管

新生、 心 ・ 血管 ・ 呼吸器疾患での組織破壊とリモデリングの研究をして

おります。本学会への入会は、金沢大学がん研究所より慶應大学病理学

教室へ異動後であり、会員歴は十数年と比較的短いものの、本学会員の

先生方との共同研究や意見交換により、創傷治癒に関して多くのことを

学んできました。また、本学会の創設者でもある北島政樹名誉理事長には

入会のきっかけを作っていただいたことや、第 1 回研究会世話人の一人で

あった 細田泰弘教 授は私の前任教 授であった

こと、さらには本学会の設立・発展に大きく貢献さ

れた故大谷吉秀先生とはアメリカ留学先で同門で

あったことなど、個人的なことではありますが、本学

会を介した先生方との深い結びつきを今更ながら

感じております。

創傷治癒学は、古典的には外傷や手術による

皮膚損傷の治療に関する学問として出発しており

ますが、現在では個体での病的刺激に対する組織

損傷の再生・ 修復 ・ 治癒という生体反応のメカニ

ズム解明とそれらのエビデンスに基づいた臨床応

用を研究する学問と位置付けられます。実際、本学

会では法人の目的として「創傷治癒に関する基礎

的・臨床的研究の促進・発展を通じて、社会に貢

献すること」と定款に明記しており、本学会総会では

これらの趣旨に合致した演題が発表されています。

理事長就任にあたり、「協調と発展」というスロー

ガンを掲げさせていただきました。平成 25 年度の

時点での本学会員数は 532 名ですが、その分布は

20 代 4%、30 代 35%、40 代 33% となっており、これら

の会員を合わせると実に 72% に達し、本学会の最

大の特徴は若い世代が多くを占めている点にあり

ます。専門分野は、形成外科学、外科学、皮膚科

学、内科学、歯科口腔外科学、整形外科学などの

臨床医学のほか、病理学、法医学、解剖学、生理

学、生化学、細胞生物学などの基礎医学、看護学、

獣医学、薬学、企業などの広い分野に跨っており、

きわめて多彩です。これらの年齢分布と多分野の

特徴を生かして、学会員の「協調」により、創傷治癒

学の基礎医学、臨床 ・ 治療学での「発展」が強く

求められています。学会員の皆様のご意見を聞き

ながら、本学会の発展に尽力する所存ですので、これ

までにも増して本学会への温かいご支援を心より

お願い申し上げます。
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